









































































動きを指す（細馬 2008 : 67）。このような一連の動作における各局面を記述するために、
表 1の記号が用意されている。
表 1　マルチモーダル研究で使用される書き起こし記号
 　～～～～～：preparation  _* _* _* _* _*：pre-stroke hold
 　*****：stroke   * * * * *：post-stroke hold
 　- .- .- .- .- .- .：recovery  BH：両手による実施
 　RH：右手による実施  LH：左手による実施
 　｜  ｜：ジェスチャー句の境界 /：ストローク内部の境界
 　（（　））：筆者のコメント  XXX：聞き取り不能
 　［1　］：重複とその対応部分 ＝：音の引き伸ばし
 　．．：0.2秒以下のポーズ  …：0.3から0.6秒までのポーズ
 　…（1.0）：0.7以上のポーズ  ％：小声による発声























 *******************｜ *******************（（左手の肘を曲げ，上下させる：図 1））
3Pt： ［1え ..いえ，ここ，うえ＝．
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